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表 2　端子機能

機　　　　　　　能接続先入出力本数信号名

下位 4本のデータバス。トライステート双方向性。
この線を通して、モジュールから MPUへのデータ読み出し
及び MPUからモジュールへのデータ書き込みが行われま
す。インターフェイスデータ長が 4ビットの時は、使用され
ません。

MPU入出力4DB0~DB3

下位 4本のデータバス。トライステート双方向性。
この線を通して、モジュールから MPUへのデータ読み出し
及び MPUからモジュールへのデータ書き込みが行われま
す。DB7はビジィフラッグとしても使用されます。

MPU入出力4DB4~DB7

動作起動記号。データの書き込み及び読み出しの起動をかけ
ます。

L4044のときは E1、E2

E1が上の 2行を、E2が下の 2行を起動します。

MPU

(MPU)

入力

(入力 )

1

(2)

E

(E1, E2)

読み出し (R) /書き込み (W)の選択信号。
0 ：書き込み
1 ：読み出し

MPU入力1R/W

レジスタを選択する信号。
0 ：インストラクションレジスタ (書き込み )

　　　ビジィフラッグ、アドレスカウンタ (読み出し )

1 ：データレジスタ (書き込み・読み出し )

MPU入力1RS

液晶表示駆動用電源端子。VLCを変えることにより画面の濃
淡を変化させることができます。

電源1VLC

+5V電源1VDD

グラウンド端子：0V電源1VSS

VDD = 5V ± 5%,   VSS = 0V,   Ta = 0 C ~ 50 C

単位Max.Min.記号項　目
ns1200tCYCEイネーブルサイクル時間
ns140PWEHHigh

ns25tEr, tEfイネーブル立上り, 立下り時間
ns0tASセットアップ時間  RS, R/W E

ns10tAHアドレスホールド時間
ns40tDSWデータセットアップ時間
ns10tHデータホールド時間

6. 端子機能

7. タイミング特性

（1） 書き込み動作

有効データ　

..............................................................................................................................................................................................

上位
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VDD = 5V ± 5%,   VSS = 0V,   Ta = 0 C ~ 50 C

単位Max.Min.記号項　目
ns1200tCYCEイネーブルサイクル時間
ns140PWEHHigh

ns25tEr, tEfイネーブル立上り, 立下り時間
ns0tASセットアップ時間  RS, R/W E

ns10tAHアドレスホールド時間
ns100tDDRデータ遅延時間
ns5tHデータホールド時間

 （2） 読み出し動作

有効データ　

液晶表示駆動用電源　

入出力　
バッファ　

ビジイ　
フラッグ　

キャラクタ　
ジェネレータ
（ ）　

ビット　

データレジスタ
（ ）　

インストラクション　
レジスタ（ ）　

表示データ
（ ）　

ビット　 カーソル
ブリンク　
制御回路　

インストラクション　
デコーダ　

アドレス　
カウンタ（ ）　

タイミング　
発生回路　

ビットシフト　
レジスタ　

コモン信号　
ドライバ　

セグメント信号　
ドライバ　

ビット　
ラッチ回路　

ビット　
シフトレジスタ　

キャラクタ　
ジェネレータ
（ ）　

ビット　

並直変換回路　
（パラレルデータ 　　
　シリアルデータ）　

―

―

―
―

―
―

―

― ―
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アドレスカウンタ( )

ACはDD RAM又はCG RAMへデータを書き込む際のアドレ
ス、及びDD RAMまたはCG RAMに記憶されているデータ
を読み出す際のアドレスを指定します。IR にアドレス
セットのインストラクション(DD RAM用とCG RAM用があ
る)を書き込むと、IRからACへアドレス情報が転送され
ます。DD RAM又は CG RAMに表示データを書き込んだ時
又は読み出した時に、エントリーモード設定に従い、AC
は自動的に＋1か-1されます。ACの内容は表3に示すよ
うにRS＝0、R/W＝1の時にDB0～DB6に出力されます。

レジスタ

憶します。MPUから DD RAMまたは CG RAMにデータを書
き込む場合、DRに書き込まれたデータは、内部動作によ
り自動的にDD RAMまたはCG RAMに書き込まれます。一
方DD RAMまたはCG RAMからデータを読み出す場合、必
要なデータのアドレスをIRに書き込むと、そのデータが
DRに読み出され、さらにDRからMPUが読み出します。読
み出し動作終了後は次のアドレスが設定され、そのアド
レスのDD RAM、CG RAMのデータがDRに読み出されてい
て、MPUからの次の読み出しに備えます。

コントローラにはインストラクションレジスタ(IR)と
データレジスタ(DR)の2種類の8ビットレジスタがあり、
表3に示すようにレジスタセレクタ信号(RS)で選択しま
す。IRは表示クリア、カーソルシフトなどのインストラ
クションコードや表示データRAM(DD RAM)とキャラクタ
ジェネレータRAM(CG RAM)のアドレス情報を記憶します。
MPUからの書き込みはできますが、MPUへの読み出しはで
きません。DRは DD RAM、CG RAMへ書き込むデータ及び
DD RAM、CG RAM から読み出されるデータを一時的に記

ビジィフラッグ( )

BFはモジュールが次のインストラクションを受け付けら
れる状態にあるかどうかを示します。表3に示すように、
RS＝ 0、R/W＝ 1の条件でDB7に出力されます。
BF＝1のとき、モジュールが内部動作中であることを示
し、次のインストラクションを受け付けません。
BF＝0のとき、次のインストラクションを書き込むこと
ができます。
従って、インストラクションを実行する場合には、BFの
状態を確認する必要があります。BFの状態を確認しない
で、インストラクションを実行する場合には｢9.インス
トラクション概要｣に示す実行時間以上待ち時間をもうけ
て次のインストラクションを実行して下さい。
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表示データ ( )

DD RAMは最大80×8ビットの容量を持ち、8ビットの文字コードで表される表示データを80文字分記憶します。DD RAM
の内、表示に使用しない記憶領域は一般のデータRAMとして使用できます。またACにセットされるDD RAMのアドレス
は下記のように16進で表されます。

　　例　DD RAMアドレス“07”

■ 一行表示の場合( ＝ 、 / または )

DD RAMアドレスと表示桁の対応関係は以下のようになっています。

上位ビット　 下位ビット　

LCDの表示文字数が80文字無い場合、先頭位置から表示されます。

表示桁　
アドレス

（ ）　

■ 二行表示の場合(Ｎ＝ 1、1/16 duty)

DD RAMアドレスと表示桁の対応関係は以下のようになっています。

LCDの表示文字数が40文字×2行無い場合、先頭位置から2行表示されます。この場合1行目の最後と2行目の最
初のアドレスは連続しません。

表示桁　

アドレス
（ ）　

行目　

行目　
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＊左シフトの場合

( ) 、 、

表示桁　

アドレス
（ ）　

行目　

行目　

表示桁　

アドレス
（ ）　

行目　

行目　

表示桁　

アドレス
（ ）　

行目　

行目　

表示桁　

アドレス
（ ）　

行目　

行目　

表示桁　

アドレス
（ ）　

行目　

行目　

1行目に、00H～ 0FH、2行目に40H～ 4FHが表示されます。

表示シフトを行なうと、DD RAMのアドレスが下記のように移動し、表示が移動します。表示シフトにより、1行目
には00H～ 27H、2行目には40H～ 67Hが表示できます。

＊右シフトの場合

( ) 

1行目に、00H～ 27H、2行目に40H～ 67Hが表示されます。
表示シフトを行なうと、DD RAMのアドレスが下記のように移動し、表示が移動します。

( ) 、
L2032は、1行目に、00H～13H、2行目に40H～53Hが表示され、L2462は、1行目に、00H～17H、2行目に40H～
57Hが表示されます。
表示シフトにより、1行目には00H～ 27H、2行目には40H～ 67Hが表示できます。

＊右シフトの場合

表示桁　

アドレス
（ ）　

行目　

行目　

＊左シフトの場合
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従って、8桁目と9桁目のアドレスは連続していません。表示シフトを行なうとDD RAMアドレスが下記のように移
動し、表示が移動します。1桁～ 8桁には00H～ 27Hが表示され、9桁～16桁には40H～67Hが表示されます。

＊左シフトの場合

表示桁　

アドレス（ ）　

表示桁　

表示桁　

アドレス（ ）　

表示桁　

アドレス（ ）　

■ の場合( ＝ 、 )

L1671は 16桁 1行ですが1/16 dutyで LCDを駆動しています。LCDコントローラにおける8桁2行を LCD画面で16
桁 1行にしています。

表示桁　

アドレス（ ）　

LCDの画面では下記のように表示されます。

＊右シフトの場合
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■ の場合( ＝ 、 )
L1634は16桁 4行で1/16 dutyでLCDを駆動しています。LCDコントローラにおける32桁2行をLCD画面で16桁 4
行にしています。

LCDの画面では下記のように表示されます。

従って1行目の最後と3行目の最初のアドレスは連続しています。同様に、2行目の最後と4行目の最初のアドレス
は連続しています。表示シフトを行なうとDD RAMアドレスが下記のように移動し、表示が移動します。1行目と3
行目には00H～ 27Hが表示され、2行目と4行目には40H～ 67Hが表示されます。

＊左シフトの場合

＊右シフトの場合

表示桁　

アドレス
（ ）　

行目 行目

行目 行目

行目　

行目　

行目　

行目　

表示桁　

アドレス
（ ）　

行目　

行目　

行目　

行目　

表示桁　

アドレス
（ ）　

行目　

行目　

行目　

行目　

表示桁　

アドレス
（ ）　
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■ の場合( ＝ 、 )

L2034は20桁4行で1/16 dutyで LCDを駆動しています。LCDコントローラにおける40桁 2行をLCD画面で20桁4
行にしています。

LCDの画面では下記のように表示されます。

従って1行目の最後と3行目の最初のアドレスは連続しています。同様に、2行目の最後と4行目の最初のアドレス
は連続しています。
表示シフトを行なうとDD RAMアドレスが下記のように移動し、表示が移動します。

＊左シフトの場合

＊右シフトの場合

表示桁　

アドレス（ ）　

行目 行目

行目 行目

行目　

行目　

行目　

行目　

表示桁　

アドレス
（ ）　

行目　

行目　

行目　

行目　

表示桁　

アドレス
（ ）　

行目　

行目　

行目　

行目　

表示桁　

アドレス
（ ）　
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■ の場合( ＝ 、 )

L4044はLCDコントローラを2個内蔵しています。1個あたり80文字分(40桁2行)のため、2個使って160文字(40
桁 4行)を表示します。上2行をE1で起動し、下2行をE2で起動します。

E1を起動して表示シフトを行なうと、上2行の DD RAMアドレスが下記のように移動し、上2行の表示が移動しま
す。

＊E1を起動して、左シフトの場合

E2を起動して表示シフトを行なうと、下2行の DD RAMアドレスが下記のように移動し、下2行の表示が移動しま
す。

＊E2を起動して、右シフトの場合

4行を同時にシフトすることはできません。必ず上2行、下2行をE1、E2により区別してインストラクションを書
き込む必要があります。

行目　

行目　

行目　

行目　

表示桁　

アドレス
（ ）　

行目　

行目　

行目　

行目　

表示桁　

アドレス
（ ）　

行目　

行目　

行目　

行目　

表示桁　

アドレス
（ ）　
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 キャラクタジェネレータ ( )

CG ROMは8ビットの文字コードから5×7ドットマトリ
クスまたは5×10ドットマトリクスの文字パターンを発
生させます。文字構成が5×7ドットマトリクスの液晶
表示モジュールでは192種の 5×7ドットの表示パター
ンを発生します。
表4はCG ROMの文字コードと文字パターンの対応を示し
ています。

 キャラクタジェネレータ ( )

CG RAMはユーザーがプログラムで自由に文字パターンを
作る場合に使用するRAMです。文字構成が5×7ドット
の場合は8種類の文字パターンの書き込みが可能です。
CG RAMアドレスとCG RAMデータによって作られる文字
パターンは表5のようになります。作成した文字パター
ンを表示する時は表5の左側の文字コードを表示位置(表
示桁)に対応するDD RAMに書き込みます。なお、表示に
使用しない領域は一般のデータRAMとして使用できます。
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上位ビット　下位　
ビット

（ ）　

（ ）　

（ ）　

（ ）　

（ ）　

（ ）　

（ ）　

（ ）　

（ ）　

（ ）　

（ ）　

（ ）　

（ ）　

（ ）　

（ ）　

（ ）　

表 　文字コードと文字パターンの対応（ × ドットマトリクスの場合）



 

表5　 アドレスと文字コード、文字パターンの関係（ × ドットマトリクスの場合）

注： • CG RAMデータは“1”が表示上の選択、“0”が非選択に対応します。
• 文字コードビット0～2と CG RAMアドレスビット3～5が対応します。(3ビット、8種)
• CG RAMアドレスビット0～2が文字パターンの行位置を指定します。文字パターンの8行目はカーソル位置で、
カーソルとCG RAMデータの論理和をとって表示されるので、カーソル表示を行なう場合には8行目のCG RAM
データを0にして下さい。8行目のデータを1にすると、カーソルの有無に関係なく1ビットが点灯します。

• 文字パターンの列位置はCG RAMデータビット0～4に対応し、ビット4が左側になります。CG RAMデータビッ
ト5～7は表示されませんが、メモリは存在しているので、一般のデータRAMとして使えます。

• CG RAMの文字パターンを読み出す時は文字コードの4～7のビットはすべて“0”を選択します。どのパターン
を読み出すかは0～2のビットで決定しますが、ビット3は無効なので“00H”と“08H”では同じ文字が選択され
ます。

文字コード（ データ）　 アドレス　 文字パターン（ データ）　

上位ビット　 下位ビット　 上位ビット　 下位ビット　 上位ビット　 下位ビット　

文字パターン例（ ）　

文字パターン例（￥）　

カーソル位置　

無効のビット　
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8.8 カーソル･ブリンク制御回路

ACが CG RAMのアドレスになっている場合もカーソルお
よびブリンクが発生します。しかし、そのカーソルおよ
びブリンクに意味はありません。

カーソルおよびブリンク(点滅)を発生させる回路です。
アドレスカウンタ(AC)にDD RAMのアドレスが設定されて
いるとき、そのアドレスの表示桁にカーソルまたはブリ
ンクが発生します。AC が 08H に設定されているときの
カーソル位置を下記に示します。

9.インストラクション概要

モジュールに内蔵のコントローラをMPUから制御すると
き、直接制御できるのはインストラクションレジスタ
(IR)とデータレジスタ(DR)の二つのレジスタだけです。
コントローラの内部動作に比べスピードの異なる各種
MPUあるいは周辺制御ICとインターフェイスできるよう
に、ここで一旦制御情報を記憶して内部動作を起動しま
す。インストラクションの一覧表と各インストラクショ
ンの実行時間を表6に示します。インストラクションを
実行しているとき(内部動作中)は、ビジィフラッグ/ア
ドレス読み出し以外のインストラクションを送っても実
行しません。
インストラクションの実行中はビジィフラッグが“1”に
なっていますので、これをチェックしながらMPUからイ
ンストラクションを送る必要があります。ビジィフラッ
グが“0”になっていることを確認してからインストラク
ションを送ります。ビジィフラッグをチェックしないで
インストラクションを送る場合は、インストラクション
を送った後、その実行時間よりも十分長い間隔をおいて、
次のインストラクションを送る必要があります。また、

CG RAM/DD RAMデータ書き込み命令、CG RAM/DD RAMデー
タ読み出し命令の実行後は、RAMのアドレスカウンタは
自動的に＋１または－１に更新されます。その際、アド
レスカウンタの更新はビジィフラッグがオフした後に行
われます。ビジィフラッグがオフしてからアドレスカウ
ンタが更新されるまで時間(tADD)を表6に示します。

表示桁　

アドレス
（ ）　

行目　

行目　

1行目の９桁のところにカーソルまたはブリンクが発生します。
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＃実行時間は ＝ の時の値です。クロック発振周波数( )が変

化すると実行時間も変化します。

(例) ＝270kHzの時 µs×     ＝ µs

時間はクロック発振周波数( )によって変化します。

＝     ( )

ビジィ状態

アドレスカウンタ

( 端子)

表 　インストラクション一覧

実行時間機　　　能コードインストラクション

全表示クリア後、カーソルをホーム位置
番地 へ戻します。表示クリア

カーソルをホーム位置へ戻します。シフト
していた表示ももとへもどります。

の内容は変化しません。
カーソルホーム

 
データの書き込み及び読み出し時に、カー
ソルの進む方向、表示をシフトさせるかど
うかの設定を行ないます。

エントリーモード
セット

 
全表示のオン オフ 、カーソルのオン
オフ 、カーソル位置にある桁のブリンク
をセットします。

表示オン オフ
コントロール

 
の内容を変えずに、カーソルの移

動と、表示シフトを行ないます。カーソル
表示シフト

 
インターフェイスデータ長 、デュー
ティ 、及び文字フォント を設定しま
す。

ファンクション
セット

 
のアドレスをセットします。以後

送受するデータは のデータです。
アドレス

セット

 
のアドレスをセットします。以後

送受するデータは のデータです。
アドレス

セット

 
モジュールが内部動作中であることを示す
及び の内容を読み出します。
、 の両方に使います。

アドレス
読み出し

 
  

または にデータを書き込
みます。書き込みデータ

、
への

データ書き込み

 
  

または からデータを読み
出します。読み出しデータ

、
からの

データ読み出し
＊：無効のビット
： のアドレス
： のアドレス
：アドレスカウンタ

＝ ：インクリメント
＝ ：デクリメント

＝ ：表示をシフトさせる
＝ ：表示はシフトしない

＝ ：表示オン
＝ ：表示オフ

＝ ：カーソルオン
＝ ：カーソルオフ

＝ ：ブリンクオン
＝ ：ブリンクオフ

＝ ：表示シフト
＝ ：カーソル移動

＝ ：右シフト
＝ ：左シフト

＝ ： ビット
＝ ： ビット

＝ ： デューティ
＝ ： または デューティ

＝ ： × ドットマトリクス
＝ ： × ドットマトリクス

＝ ：内部動作中
＝ ：インストラクション

        受付可
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10. 初期設定

10.2インストラクションによる初期設定

電源条件が合わず自動初期設定が実行されない場合には、
インストラクションにより初期設定を行ないます。この
場合、電源投入直後はインターフェイスデータ長が何
ビットに設定されているかわかりませんので、ファンク
ションセットを2回行なって、一度8ビットに設定しま
す。
その後のファンクションセットで使用条件に合ったイン
ターフェイスデータ長を設定してください。

10.1自動初期設定

電源投入時に、下記の電源条件を満たしている場合には、
電源を投入するだけで自動初期設定されます。

ここでは以下のように初期設定されます。
 • 表示クリア
 • ファンクションセット
DL＝ 1
　インターフェイスデータ長8ビット
N＝0、F＝ 0
　1/8デューティ
　文字フォント5×7ドットマトリクス

 • 表示オン/オフコントロール
D＝0 表示オフ
C＝ 0 カーソルオフ
B＝ 0 ブリンクオフ

 • エントリーモードセット
I/D＝ 1インクリメント
S＝0表示シフトなし

この条件は使用するモジュールに合ってないので、さら
にファンクションセットを実行して合わせて下さい。初
期設定が終了するまでは、ビジィフラッグ(BF)がビジィ
状態になっています(BF＝1)。ビジィフラッグがビジィ
状態になっている時間はVDDが4.5Vに達してから40msで
す。
また、電源条件が合わず自動初期設定が実行されない場
合には、インストラクションにより初期設定を行ないま
す。

≤ ≤

電源の瞬断及び電源がオン／オフを繰り返す場合に電源が　
　　　オフしている時間　

≥



 

(1)インターフェイスデータ長が8ビットの場合

［注］L4044の場合はE1、E2の両方に対してそれぞれ初期設定を実行して下さい。

電源オン　

が に達して　
から 以上待つ　

以上待つ　

µ 以上待つ　

初期設定終了　



 

(2)インターフェイスデータ長が4ビットの場合

［注］L4044の場合はE1、E2の両方に対してそれぞれ初期設定を実行して下さい。

電源オン　

が に達して　
から 以上待つ　

以上待つ　

µ 以上待つ　

初期設定終了　
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11.インストラクション詳細

(1) 表示クリア

全表示クリア後、カーソルをホーム位置(0番地)へ戻し
ます。
DD RAMの全アドレスにスペースコード“20H”が書き込ま
れ、ACにDD RAMアドレスの0番地がセットされます。表
示は、シフトしていた場合には、もとの位置にもどりま
す。カーソルまたはブリンクは、表示されていた場合は、
表示の左端に戻ります。但しL4044の場合、上2行と下
2行は別々のコントローラになっているため、下2行中に
カーソルまたはブリンクが表示されていた場合は3行目
の左端に戻ります。
表示クリア命令実行後はエントリーモードはインクリメ
ントが選択されています。

(2) カーソルホーム

DD RAMのアドレスを＋1又は-1します。CG RAMに
書き込み、読み出しの時も同様です。
I/D＝1のとき、アドレスを＋1し、カーソルまた
はブリンクが右に動きます。
I/D＝0のとき、アドレスを-1し、カーソルまたは
ブリンクが左に動きます。

S： S＝1のとき、DD RAMへの書き込みの際に表示全体
を左右どちらかにシフトします。カーソルの位置は
変わらず、表示のみが移動します。DD RAM からの
読み出しの時は表示のシフトはありません。
S＝1、I/D＝1のとき、左にシフトします。
S＝1、I/D＝0のとき、右にシフトします。
S＝0のとき、表示はシフトしません。

(4)表示オン/オフコントロール

カーソルをホーム位置(0番地)へもどします。
ACに DD RAMアドレスの0番地がセットされます。カー
ソルはホーム位置へもどり、表示は、シフトしていた場
合はもとの位置に戻ります。DD RAMの内容は変化しませ
ん。カーソルまたはブリンクは、表示されていた場合は、
表示の左端に戻ります。但しL4044の場合、上2行と下
2行は別々のコントローラになっているため、下2行中に
カーソルまたはブリンクが表示されていた場合は3行目
の左端に戻ります。

(3) エントリーモードセット

カーソルの進む方向及び表示をシフトさせるかどうかを
設定します。

I/D：文字コードをDD RAMに書き込み又は読み出した時、

表示のオン/オフ、カーソルのオン/オフ、カーソル位
置にある桁の文字のブリンク(点滅)について設定します。
カーソルオン/オフおよびブリンクはACに指定されてい
るDD RAMのアドレスで示される桁で行われます。

D：D＝1のとき、表示をオンします。
D＝0のとき、表示をオフします。
D＝0による表示オフの場合、表示データはDD RAM
に残っているので、D＝1にすれば再び表示されます。

C：C＝1のとき、カーソルを表示します。
C＝0のとき、カーソルを表示しません。
カーソルは文字フォントの下のドット行に表示され
ます。

B：B＝1のとき、カーソル位置に相当する文字をブリン
クさせます。
B＝0のとき、ブリンクしません。

ブリンクは、全ドット黒と文字を切り換えて表示します。
fOSC＝250kHzの時、切換え時間は約0.4秒です。カーソ
ルとブリンクは同時に設定できます。

コード　

コード　

コード　

コード　



動　　　作

カーソル位置を左にシフトします。
を します

カーソル位置を右にシフトします。
を します

表示全体を左にシフトします。カーソルは表示に
ついて動きます。

表示全体を右にシフトします。カーソルは表示に
ついて動きます。

注意：表示シフトのみを行なった場合には の内容は変化しません。

備　考デュー
ティ

文字
フォント

表示
行数

฀ドット

฀ドット

ドット

：無効のビット

例： ＝

文字フォント　
ドット　

カーソル　

文字フォント　
ドット　

文字フォント　
ドット　

文字フォント　
ドット　

コード　

コード　

無効のビット　

＝

ʕʕ



 

ファンクションセットはビジィフラッグ/アドレス読み
出し以外の全てのインストラクションに優先して実行す
る必要があります。他のインストラクションを実行した
後ではインターフェイスデータ長を変更する以外のファ
ンクションセット命令は実行されません。

（7） アドレスセット

BF＝1のとき、内部動作中であることを示し、BF＝0に
なるまで次のインストラクションを受け付けません。BF
＝0のとき、インストラクションを受け付けます。
従って、BF＝0を確認してから、次の書き込みを行ない
ます。ビジィフラッグの読み出しと同時にAAAAAAAの 2
進で表わされるACの値を読み出します。ACはCG RAM、DD
RAMの両方に使われますが、どちらを読み出すかは、こ
の命令以前にどちらのアドレスがセットされていたかに
よって決まります。

(10) 、 へのデータの書き込みAAAAAAの2進で表わされるCG RAMのアドレスがACに設
定され、以後のMPUからの書き込み、読み出しデータは
CG RAMに関して行なわれます。

（8） アドレスセット

AAAAAAAの 2進で表わされるDD RAMのアドレスがACに
設定され、以後のMPUからの書き込み、読み出しデータ
はDD RAMに関して行なわれます。N＝ 0(1行表示)のと
きのアドレス(AAAAAAA)は00H～4FHです。N＝1(2行表
示：L1672、L1682、L1692、L2032、L2462、L4052)のとき
のアドレス(AAAAAAA)は、1行目は00H～27Hで2行目は
40H～ 67Hです。
L1671、L1634、L2034、L4044は、8.基本動作の8.5表示
データRAMの項を参照して下さい。

(9) ビジィフラッグ/アドレス読み出し

以前に受けたインストラクションによって、モジュール
が内部動作中であることを表わすBF 信号を読み出しま
す。

2進8ビットのデータDDDDDDDDを CG RAMまたはDD RAM
に書き込みます。どちらに書き込むかは、この命令以前
に(7)CG RAMアドレスセットか(8)DD RAMアドレスセッ
ト命令を行なうことにより決定されます。書き込み後は
アドレス及び表示のシフトはエントリーモードセットに
従います。

(11) 、 からのデータの読み出し

2進 8ビットのデータDDDDDDDDを CG RAMまたはDD RAM
から読み出します。
どちらから読み出すかは、この命令以前の(7)CG RAMア
ドレスセットか(8)DD RAMアドレスセット命令により決
定されますが、必ず直前にどちらかの命令を実行しなけ
ればなりません。
読み出し命令の前に、アドレスセット命令を実行しない
場合は1回目の読み出しデータは無効になります。また
連続して読み出し命令を実行する場合は、2回目の読み
出しから、データが正常に読み出されるようになります。

コード　

下位ビット　上位ビット　

コード　

下位ビット　上位ビット　

コード　

下位ビット　上位ビット　

コード　

下位ビット　上位ビット　

コード　

下位ビット　上位ビット　



注意： 、 へのデータ書き込み命令の

実行後、 はエントリーモードに従って自動的に＋

または－ されますが、この直後に読み出し命令を実

行しても、その時の の指す の内容は読み出さ

れません。したがって、正しいデータが読み出される

のは以下の条件の時です。

読み出す直前にアドレスセット命令を実行する。

の場合は、読み出す直前にカーソルシフト

命令を実行する。

連続して読み出し命令を実行する場合の 回目以降。

とのインターフェイス機能

ビットの場合

インストラクション　
レジスタ（ ）　
書き込み　

ビジィフラッグ（ ）　
アドレスカウンタ（ ）　
読み出し　

データレジスタ（ ）　
読み出し　

インストラクション　
レジスタ（ ）　
書き込み　

ビジィフラッグ（ ）　
アドレスカウンタ（ ）　
読み出し　

データレジスタ（ ）　
読み出し　

――
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インストラクション　 表　　　示　 動　　　作　

電源投入　

ファンクションセット　

0 0 0 0 1 1 1 * * *

表示オンオフコントロール　

0 0 0 0 0 0 1 1 1 0

エントリーモードセット　

0 0 0 0 0 0 0 1 1 0

CG RAM/DD RAM 書き込み　

1 0 0 1 0 0 1 1 0 0

CG RAM/DD RAM 書き込み　

1 0 0 1 0 0 0 0 1 1

CG RAM/DD RAM 書き込み　

1 0 0 1 0 1 0 1 0 1

DD RAM アドレスセット　

0 0 1 1 0 0 0 0 0 0

CG RAM/DD RAM 書き込み　

1 0 0 1 0 0 1 1 0 0

CG RAM/DD RAM 書き込み　

1 0 0 0 1 1 0 0 0 1

　

内蔵リセット回路により、モジュールが初期設定さ　
れます。　
　

インターフェイスデータ長を8ビットに設定し、
1/16 duty で文字形式 5×7ドットマトリクスに設
定します。　

表示をONし、カーソルをONさせます。　
表示はあらわれません。　

内部RAMの書き込み時にアドレスは+1され、カーソ
ルは右に移動します。表示シフトはしません。　

1を書き込みます。　

Lを書き込みます。　

DD RAMアドレスを9桁目にセットします。カーソル
が9桁目にあらわれます。　

Lを書き込みます。カーソルは+1されて右へ移動し
ます。　

Cを書き込みます。　

8桁目にUを書き込みます。　
このとき、カーソルは消えます。　

13.インストラクション使用例

13.1  

(1)インターフェイスデータ長が8ビットの場合



ビットの場合

インストラクション　 表　　　示　 動　　　作　

電源投入　 内蔵リセット回路により、モジュールが初期
設定されます。　
　

ファンクションセット　

ファンクションセット　
を選択します。　
ここから４ビット動作になります。　

表示オンオフコントロール　

エントリーモードセット　

表示をオンし、カーソルをオンさせます。　
表示はあらわれません。　

カーソルは右に移動します。　
表示シフトはしません。　

――



インストラクション　 表　　　示　 動　　　作　

電源投入　 内蔵リセット回路により、モジュー
ルが初期設定されます。　
　

ファンクションセット　

ットマトリクスに設定します。　
　

ファンクションセット　

ットマトリクスに設定します。　
　

表示オンオフコントロール　

表示はあらわれません。　

表示オンオフコントロール　

　

エントリーモードセット　

ソルは右に移動します。表示シ
フトはしません。　

――



インストラクション　 表　　　示　 動　　　作　

エントリーモードセット　

ソルは右に移動します。表示シ
フトはしません。　

て右へ移動します。　

ようにアドレスをセットします。　
　

――



インストラクション　 表　　　示　 動　　　作　

表示オンオフコントロール　

　

ようにアドレスをセットします。　

表示オンオフコントロール　
せます。　
　

　

――



インストラクション　 表　　　示　 動　　　作　

　

　

　

――



インストラクション　 表　　　示　 動　　　作　

表示オンオフコントロール　

ます。　

表示オンオフコントロール　

――



インストラクション　 表　　　示　 動　　　作　

電源投入　 内蔵リセット回路により、モジュー
ルが初期設定されます。　
　

ファンクションセット　

となっているので、インストラ

ファンクションセット　
ドットを選択します。　

ト動作になります。　
　
　

ファンクションセット　

となっているので、インストラ

ファンクションセット　
ドットを選択します。　

ト動作になります。　
　
　

表示オンオフコントロール　

表示はあらわれません。　

――



インストラクション　 表　　　示　 動　　　作　

表示オンオフコントロール　

ません。　

エントリーモードセット　

カーソルは右に移動します。表
示シフトはしません。　

エントリーモードセット　

カーソルは右に移動します。表
示シフトはしません。　

れて、右へ移動します。　

表示オンオフコントロール　

　

――



 

14. との接続図
14.1

と

と
14.2

モジュール　

Ω

Ω

モジュール　

Ω

Ω

モジュール　

Ω

Ω

モジュール　

Ω

Ω

Ω

Ω

Ω

Ω

Ω

Ω

Ω

Ω



――


